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1 　はじめに
　最近の学生は造形的活動の経験が少なかったり、偏りがあったり、また経験してい
たとしても記憶にないことも多い。このことは授業内での活動の様子や授業後の学習
の振り返りの記述をからも観察できている。造形活動の経験内容に含まれるものは、
造形的側面以外のものもあり、複雑に関係し合い、その人物の中に知識や知恵として
蓄積されていく。教師（保育者）を目指す受講生が過去の教育課程の中で触れてきた
造形的活動の内容や経験の質、そこで得てきた知識や技術には当然個人差がある。仮
に幼児の表現活動や造形活動に対する理解を深める学びの機会がない状態であって
も、個人の造形的経験を基に幼児の造形的活動の援助を行うことは可能である。
　しかし、幼稚園教育要領の中で謳われている「主体的・対話的で深い学び」を実現
するための環境を構築し、幼児の学びに繋がる造形的活動を含めた生活に関わる諸々
の活動を支えていくことが教師には求められている。極端な例えであるが、仮に経験
が少なく、また偏りがあり、そして経験していたとしても記憶に残っていない、加え
て造形的表現に対する苦手意識が強い状態では、様々な造形的活動の中での表現する
ことの楽しさ（楽しみ方）や面白さ、時には表現することの難しさやそれを乗り越え
ることで得られる達成感を幼児とどれだけ共有していくことが可能だろうか。仮に、
様々な造形的活動を経験してきており、表現活動の楽しさを知り、造形表現が得意な
者が幼児教育の予備知識を持たない状態で、造形表現を苦手とする子どもの気持ちに
どれだけ寄り添えるであろうか。これらのことにも関連した造形（表現）活動の意義
など含め「幼児の表現」に対する一歩踏み込んだ理解を得るためには、また、幼児の
活動を支えていく教師のあり方について日々考えていくためには、過去の教育課程で
それぞれが経験してきたものだけで対応することには、ある種の限界があるのではな
いだろうか。それゆえに 5 領域として、また総論として専門的な内容を学ぶ機会が
ある訳である。
　教師として幼児の造形活動を多角的に援助していく上で、将来関わる幼児の存在を
意識しつつ様々な造形的体験を経験することは、単に造形的なプロセスを経験するに
止まらず、それに伴う表現活動を通しての楽しさやその豊かさを経験することにも繋
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がっている。そのため、事前に行われる造形的体験から様々な事柄を感じ、気づき、
そして学び得ているかという部分は教師の造形的表現活動を支える資質として大切な
もののひとつではないだろうか。この造形的な経験とそれに関わる情報に触れ意識的
に学ぶことは、将来、教師として幼児の造形活動に対するより充実した援助を行う上
で必要不可欠な事であると考える。
　そこで本研究では、造形的活動の経験に関する学生の実態を調査し、造形表現・活
動の内容の深い習得を目指して、どのように授業実践をデザインすべきかを検討する。
2 　学生の造形的活動経験についての実態調査
　「保育内容 F（造形表現）」の受講生 45 名に対して質問紙による造形的活動の経験
についての実態調査を行った。本授業が置かれている児童教育学科では、小学校及び
幼稚園教諭を目指す学生が在籍（学科定員：100 名）している。毎年 50 人から 60 人
の学生が履修している。本授業の受講生の中には小学校教員志望の学生が半数弱受講
している。受講生それぞれの過去の教育課程の中で経験してきた「図工・美術」に関
連したことについて、次の質問 1 ～ 9 を尋ねた。
　 1．皆さんが経験してきた「図工・美術」の授業は好きでしたか？
　 2．「図工・美術」は頑張って取り組もうとした科目ですか？
　 3．図工・美術でスケッチ（写生）の活動をしたことがありますか？
　 4．幼（保）・小・中・高を通じて良かった、面白かったと記憶する美術分野の活
動があれば教えて下さい。
　 5．図工・美術の時間に「美術作品（友達の作品）を鑑賞する活動」はありました
か？またその活動内容はどのようなものでしたか？
　 6．過去に学んできた図工・美術の教科は自分自身の力になりましたか？
　 7．図工・美術の学びで大切だと思うことを教えてください。今現在のあなたなり
の答えをご記入ください。
　 8．この授業の中で扱った造形活動についてお聞きします。授業で人生初めて経験
した造形活動を教えてください。
　 9．幼児の造形表現・造形活動について、授業としてもっと学ぶ時間があるとした
ら、どの様なことを学んでみたいと思いますか？
　以下では、質問ごとにその内容と回答結果を示し、考察を述べる。
2 - 1   質問 1 ．皆さんが経験してきた「図工・美術」の授業は好きでしたか？
　45 名中 17 人が「大好き」、22 人が「好きなほう」と回答しており、本授業の受講
生の多くが、「図工・美術」の授業を好んでいると言える（表 1）。受講生を対象と
していることから、肯定的な結果が得られることは当然ではあるが、ここで現れてい
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る「あまり好きではない」 2 名、「苦手かも」 4 名、の存在を無視することはできな
い。
　具体的には「周りの期待通りにできない自分が嫌」、「友だちや家族から下手と言わ
れる」、「友だちの成果物の方が上手に見える」、「思った通りに描けない（作れない）
ことが嫌」、「その結果として苦手意識が芽生えその表現方法を選択しないようにして
きてしまった」と言うのが代表的な言葉である。本来、成果物やそのプロセスを当た
り前のように比べるものではない。成果物に対する評価にまつわることは、子どもが
置かれた人的環境やそのときの発達プロセスとも関係する。このような回答が出てし
まうことは、ある意味防ぎようのないことなのかもしれない。その影響を受け子ども
が表現することから遠ざかってしまう、そのような悲しい現実が垣間見られた。
　また、関連する記述では「（現在も）真似をするのは得意だが、アイディアが出て
こない（発想力がない・発想することに難しさを感じる）から苦手」、「上手に描く（作
る）部分に意識がいってしまい楽しくない」、という言葉も確認できている。中でも「ア
イディアが出てこない（発想力がない・発想することに難しさを感じる）」旨の記述
は授業内での造形活動の際にも頻出する意見、感想である。幼児の実際の活動で置き
換えて考えてみても同じことが言えるのではないだろうか。大人も子どもも、何もな
い所から表現するためのアイディア（発想）を出すことは至難の業である。
　教師の苦手意識は自身の中でネガティブに捉えすぎずに、同じように苦手意識を芽
吹かせ抱えている幼児の心に寄り添うための重要な要素にもなることや、どのような
手立てを講じることで苦手に思う気持ちを和らげ、造形的表現活動に主体的取り組む
ことができるか、子どもの苦手意識に即してより具体的に援助する力を秘めているこ
とも知る必要がある。
2 - 2   質問 2 ．「図工・美術」は頑張って取り組もうとした科目ですか？
　「一生懸命頑張って、しかも楽しんだ」と回答したのは、 3 割弱（28.8%）に当た
る 13 名であり、「頑張ろうと思った」については、 3 分の 2（64.4%）に当たる 29
名であった（表 2）。このことから、受講生であっても、必ずしも実際に楽しむまで
に至るわけではないが、多くは積極的であると言える。その様子は、本授業での受講
生の造形活動からも観察することができた。「頑張ろうと思った」の理由として 1 名
が、「がんばろうとはしていたが、進度がとても遅く、ギリギリに終わるか残って終
表 1 　質問 1 の回答結果
選択肢 人数
大好き 17
好きなほう 22
あまり好きではない 2
苦手かも 4
どちらとも言えない 0
表 2 　質問 2 の回答結果
選択肢 人数
一生懸命頑張って，しかも楽しんだ 13
楽しんだけど頑張りはしなかった 3
頑張るような科目ではなかった 0
頑張ろうと思った 29
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わらせることが多かったので大変だった」と述べている。
　本来、造形的な活動はチャイムや時間で区切られるような画一な時間的制約の中で
行うものではないと考える。「友達（教師）に手伝ってもらい完成に導く」、「完成を
あきらめ活動を強制終了する」、「そのまま活動が完結するまで続ける」、「今日は終了
し、明日続きを行う」など、いずれの場合も必ずその幼児に対する教育的な意味があ
り、どの選択肢を選ぶに際しても幼児の実態（興味関心、発達の状態）を把握した上
で、幼児の気持ちにより添い、そこまでのプロセスや素朴な表現をしっかり受容する
ことが肝要である。また、幼児の実態を踏まえた事前の教材の検証をはじめ、様々な
ケースを想定して教師は具体的な援助（手立て）を考え備えておくことが大切である。
　本授業で受講生が体験している造形活動は、幼児の造形的表現を援助していくため
に事前の教材検証として行っているものである。受講生には、活動の中の楽しむ要素
や活動を通して育まれるもの（教育的意義）、使用する材料、道具を含めた活動の手
立て（援助方法）などが幼児の実態に合わせて様々に変化することを事前に伝えてい
る。加えて、活動してみることではじめて知り得る感覚や、活動に含まれる課題点へ
の気づきを得られるように意識することも促している。何よりも、あまり難しく考え
すぎずに、その活動特有の楽しさを味わうことの大切さを伝えている。
2 - 3   質問 3 ．図工・美術でスケッチ（写生）の活動をしたことがありますか？
　43 名が「あった」と回答しており、ほぼ全ての受講生がスケッチを経験している（表
3）。予想以上に「忘れた」の選択数が少なく、その活動の有無や内容を覚えており、
各自が意識的に活動に取り組んでいたことがうかがえた。
　スケッチ（写生）は、幼児が自分の知っているものを基に、自由に「お絵かき」を
する活動とは少々趣の異なる描画活動である。描く対象の形や色などを自分の目で捉
え（観察し）表す活動で、描写力を養うことが目的であると捉える受講生も多いので
はないか。確かに、見たものの情報を基に画面の上に再現していく訓練的な活動との
解釈も成り立つので、そのような印象も強いのかもしれない。
　スケッチ（写生）と言う活動に含まれる様々な考え方や意義があるが、ここでは教
師の振る舞いにも関わる視点でこの活動を少し考えてみたい。先ずスケッチ（写生）は、
観察力を鍛えることのできる活動であると言うことが挙げられる。教師にとってもこ
の観察力は幼児教育の現場において生活（活動）を支えるために必要不可欠な力であ
ると考える。次に、ここで行われる観察は、ただ見ている物の形状や色（光と影）を
捉えるだけではなく、見ている対象の質感、重さ、温度、対象同士や環境との関係性、
環境の雰囲気（香り、におい、味）なども含めた視覚以外の感覚器官も働かせ、目の
前の世界の状態を認識するための行為でもある。立体、平面の表現分野を問わず造形
活動のための必要不可欠な基礎的素養の一つでもある。この観察は換言すると発見す
る視点（気づき）や感覚を養う行為と言うこともできる。
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　本授業の観点で解釈を加えると、幼児教育の中での生活（活動）する姿を観察し、「子
どもを知る力」と言う教師にとっての大切な素養の一つを養うための活動と捉えるこ
とができる。また、幼児自身においても生活の中での観察する（見る）行為を基に様々
な気づきを持って生活（活動）をさらに豊かにしていくことであろう。その気づきを
受容・共感し、子どもの成長を支えていくためにも、この観察力に基づいた「子ども
を知る力」は大切なことであると考える。大人に成長した現在においては、純粋にス
ケッチ（写生）を行う機会もないと思われる。この意味合いを重視したスケッチ（写
生）の活動は受講生も体験していない部分であると考えるため、日頃からのスケッチ
（写生）の実践の推奨、また今後の授業の中にも取り入れていきたい活動である。
2 - 4   質問 4 ．幼（保）・小・中・高を通じて良かった、面白かったと記憶する美
術分野の活動があれば教えて下さい。
　活動の時期について、校種・教科を尋ねたところ（複数回答可）、 3 分の 2 にあ
たる 30 人が小学校図工を、 3 割程度の 16 人が中学校美術を選択しており、幼（保）
と高校美術は僅かであった（表 4）。幼（保）における面白かった（印象の強い）活
動の記憶を確かめることには限界があるのかもしれない。
　活動（内容）について自由記述による回答（複数回答可）をカテゴライズした結果
を表 5 に示す。幼（保）の活動内容には「お絵かき」、「折り紙遊び」など、生活の
中で様々な造形的な活動を経験してきているはずであるが、日常的な活動の名前は挙
がっていない。「季節のイベントに合わせた造形活動」の類いも見当たらず、これは
日常生活の延長線上でごく自然に素朴な表現活動を展開してきているためであろう
か。推測になるが、強烈に印象に残る活動以外のものは記憶に残りづらいのかもしれ
ない。しかし、通常の活動として捉えることが可能な工作的活動や粘土を使用した活
動が現れていることから、必ずしもその推測も正しいとは限らない。立体・平面の視
点で活動を分類してみると、立体的な造形活動の方がやや数が多く、この点から推測
すると立体的な造形活動は思い起こせる形で記憶に残りやすいと言えるかもしれな
い。回答の多かった小学校図工においては、純粋に造形要素を活用し、楽しみながら
表現する内容から、過去に経験した表現方法を活用し工夫して表現する内容まで、幅
広い活動を経験し、さらに、思想・心情を加味してより自身の中のイメージを形や色
に託して表すことも可能な造形活動を体験する時期でもある。中学校美術での回答が
表 3 　質問 3 の回答結果
選択肢 人数
あった 43
なかった 0
忘れた 2
表 4 　活動した校種・教科の回答結果
選択肢 人数
幼（保） 5
小学校図工 30
中学校美術 16
高校美術 2
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小学校図工と比べると数を減らしているが、小学校図工での表現を楽しむ傾向性の強
い活動内容から、より理性的かつ技術的な要素が加味され、主観と客観の両観点の影
響も活動の中に強く出てくるものに変化することが関係しているとも考えられる。こ
の頃は、ピアジェによる発達段階の分類によると形式的操作段階に当たる。具体的な
モノや実際の場面を離れて、形式的な思考を獲得していく時期と言われている。様々
な要因が良くも悪くも、この時期の造形活動に対して何らかの影響をもたらしている
のかもしれない。幼（保）に関しては記憶を遡るには限界があることとも関係し、ま
た特徴のある（印象の強い）活動が少ないためか、総回答数も少なくなっている。そ
して高校美術においては選択科目のため美術を履修していない可能性も考えられる。
小学校図工においては平面表現分野の回答数に比べ立体表現分野の回答数は 2 倍近
表 5 　活動（内容）についての回答の分類結果　（＊印 重複数）
幼（保）/ 5 小学校図工/30 中学校美術/16 高校美術/ 2 人数
立体表現分野
工作・工芸・
彫塑など
2 17 6 2 27
工作・モノ
づくり/粘
土/ ダ ン
ボールトン
ネル
工作・モノづく
り/立体造形（緩
衝材）2 */ファッ
ション小物作成
（ダンボール）/
オルゴール 2 */
テープホルダー
（カッター）づく
り（粘土・木材）
2 */木製パズル
（糸のこ）/スノー
ドームづくり/
椅子づくり/ラ
ンプづくり/針
金アート/お面
づくり/パチン
コ板制作/木製
ネームプレート
/ 菓 子 箱 で ロ
ボット制作/菓
子箱で動物制作
木彫（名刺づくり）
/木彫（手鏡の装
飾）/木彫や石彫
/木彫（ルームプ
レート）/粘土の
和菓子作り/彫刻
ガラスの加工/
ステンドグラス
平面表現分野
絵画・デザイ
ンなど
3 8 9 0 20
絵葉書作成
/ 野菜スタ
ンプ/手形
足型/色水
遊び
スケッチ（写生）
2 */ 版画 4 */
絵 本 作 り 2 */
等身大自画像（型
取り）/自分に似
ている動物のイ
メージを活用し
たデザイン/恐
竜の骨を描く（ボ
ンド）/ 砂絵/
スクラッチアー
ト（アクリル板）
レタリング（幾何
学模様）/CDジャ
ケット制作（雑誌
のコラージュ）/
人物スケッチ（全
身，油性ペン）/
名前の中の漢字を
使用したデザイン
/色セロファンを
活用したステンド
グラス/ 水墨画
2 */写生/遠近
法/水彩画/版画
立 体・ 平 面，
教育課程の分
類 が で き な
かった回答
0 5 1 0 6
自画像/木を使った作品作り/絵を
描く以外がただ単純に楽しかった

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くになっている。挙げられた具体的な活動（内容）を見ると立体表現分野では制作後
の実用性を有するものが多数確認できる。
2 - 5   質問 5. 図工・美術の時間に「美術作品（友達の作品）を鑑賞する活動」はあ
りましたか？またその活動内容はどのようなものでしたか？
　鑑賞活動の時期について、校種・教科を尋ねたところ（複数回答可）、大半が小学
校図工と中学校美術を選択しており、幼（保）と高校美術は僅かであった（表 6）。
　鑑賞活動（学習）の形態に関わる回答が次の表 7、表 8 に現れている。鑑賞活動
の場所について、尋ねたところ（複数回答可）、 8 割が学校内教室等を、 3 割程度が
学校外美術館等を選択していた（表 7）。
　鑑賞活動で印象に残っていることがあるか尋ねたところ、 5 人が「記憶にない」、
7 人が「行ったかもしれないが忘れてしまった」を選択し、約半数の 24 名が活動内
容について自由記述で回答した（複数回答可）。カテゴライズした結果を表 8 に示す。
　小学校図工と中学校美術において鑑賞活動（学習）が着実に行われていることが読
み取れる。図工・美術における鑑賞活動（学習）には多くのバリエーションが存在す
る。名作と呼ばれる芸術作品の実物を前にして活動（学習）を行う形態もあれば、様々
な作品の写真図版を活用する場合などもあるだろう。造形活動に即した鑑賞の形態と
しては、完成後の皆の作品を見ることが挙げられる。また、活動のプロセスにおいて、
描く（作る）行為と平行して自分の制作物に注がれる視線も鑑賞活動（学習）に含ま
れてくる。友達の途中経過も含めた作品を見て刺激を受けると言うこともあるが、こ
れも立派な鑑賞活動（学習）である。本授業内にても受講生は無自覚かもしれないが、
活動内でのコミュニケーションを介して、お互いの作品について見ること（鑑賞）を
基に言葉のやりとりする様子について観察できおり、ここでも鑑賞活動（学習）が成
立している。加えて、動植物や景色などの身近な自然（環境）に触れ合う中でも鑑賞
活動（学習）が成立し、近所の文化財に足を運び建物や空間を楽しむ中でも同じこと
表 7 　活動した場所の回答結果
選択肢 人数
学校内教室等 36
学校外美術館等 15
その他 0
表 6 　活動した校種・教科の回答結果
選択肢 人数
幼（保） 3
小学校図工 36
中学校美術 31
高校美術 9
全くなかった 1
表 8 　鑑賞活動についての回答の分類結果
区分 のべ人数
学級内での展示，相互
鑑賞
7
学内での作品の展示 5
学外での作品展 4
美術館での鑑賞 7
その他 4
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が言えるであろう。これらは幼（保）の段階から無自覚に行っている鑑賞行為である。
幼（保）においての割合が少ないが、成果物や美術作品等を基にした、いわゆる鑑賞
活動として分かりやすい形での体験の数がここで現れているのではないかと考える。
本授業において鑑賞学習の内容を扱った後の振り返りにも、「美術館などで芸術作品
を見ること＝鑑賞活動（学習）であると考えていた」と言う旨の意見が散見された。「全
くなかった」と言う回答も 1 名存在したが、おそらくこの意見もここまで述べてき
た部分に合致するものであろう。
2 - 6   質問 6 ．過去に学んできた図工・美術の教科は自分自身の力になりましたか？
　どのような効力感が得られたのかについて、38 人が回答した自由記述（複数回答可）
をカテゴライズした結果を表 9 に示す。この質問では「モノや事柄の見方・考え方
の変化」、「自他の違い（価値観、考え方、多様性）への理解」、「培った見方や感じ方
などを生活の中に還元」などのキーワードが含まれた回答が出てくることも期待して
いたが、実際の回答はより具体的で、実利的な意味合いが強いものが多くを占めてい
た。
　受講生が感じている効力感は、教師側から捉え直すと造形表現（図工・美術）に関
わる授業（学習）の成果と換言することができるであろう。この成果を大きく分ける
と 2 種類に分類できると考える。一つは造形表現の活動（図工・美術）を通して造
形表現に関する（非言語伝達要素の活用、道具の活用などを含め）具体的な活用能力
が向上する（していく）ことである。分類結果にも数多く出てきている「より実利的
な成果」と言うことができる。獲得した成果が目に見える形で確認でき、かつ様々な
場面である種の客観性を担保した形で成果を発揮できることが可能なものと考える。
もう一つは前述の筆者が期待をしていた内容を指すものである。こちらは学習者の内
面の変化が主たるもの（※その影響がプロセスや作品にも結果として表れる）なので
必然と目に見えない（気づきにくい）ものになる。しかも、変化を促す要素に出会う
たびに変化し続ける可能性があることや、自分の中に築いてきたものとの折り合いを
つけることで、変化することもあれば変化しない（しにくい）こともある。そのよう
な不確定さもあり、また触れた要素の整理や変化の定着に多くの時間を要することも
考えられる。そのため、成果が主観的に分かりづらく、その成果（効力）が確認でき
るまでに時間を要するものであると言えるであろう。時には自覚できぬままになって
しまうこともあり得ることである。学習者の生き方、人生観にも資する成果である。
　幼（保）の視点で考えると、前者は次の活動や小学校への接続のために役に立つ身
体的な成長と関わるもの、比較的直近のより実利的な能力の獲得とその向上と言える
のではないか。対して後者は、（直近の変化も含まれるが、）その先の人生（生活）に
繋がる、 5 年先、10 年先、20 年先などの成果の確認に長期的な時間が必要になる精
神的な成長と関係したものであると言えるかもしれない。教師として造形表現の活動
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の意義とその理解をさらに深めるためには、この両者は共に大切な成果（効力）であ
ると認識すべきであろう。
2 - 7   質問 7 ．図工・美術の学びで大切だと思うことを教えてください。今現在の
あなたなりの答えをご記入ください。
　42人が回答した自由記述（複数回答可）をカテゴライズした結果を表10に示す。「自
分を表現する」、「自分のイメージを表現する」、「自由に作る、描く」、これらの回答
結果（記述）には表現に関わるとても重要な考えさせられる内容が含まれている。ど
の記述も表現活動を行う上で大切なことである。自分の内側にある思いや考えを外に
表すと言うことを実現するためには、欠かすことのできない効力（成果）と言えるで
あろう。ただ、「自分の思いや気持ち、考えを形や色に託して表現していく」ことを
中心とした造形表現の分野のみの視野で捉え過ぎてしまうことには注意が必要であ
る。表現の方法（媒体）は多岐にわたり、本来、表現活動を厳密に分け隔てて考える
ことはできないものである。
　私たちは様々な感情を抱くことが可能である。その感情を何かしらの媒体に託して
自分の外へ押し出していく。抱いた感情を言葉（声）に表したり、絵を描く形で表し
たり、身体の動きで表したりなど様々な表現方法が選択可能である。感情を素直に表
へ出すと言う行為が可能なことはある意味喜ばしいことであろう。しかし時にはその
表現の内容をTPOに合わせてコントロールすることが必要になってくる。仮に、怒
りの感情・不快さを表す気持ちを基に何らかの手段で外に押し出す姿を想像してみる。
押し出しても出し切れずに、ぐっと堪えることでその気持ちと対峙するような現れも
あるであろう。大声を上げて表すこともできれば、何かを壊すことで、また誰かを傷
表 9 　質問 6 の回答の分類結果
区分 のべ人数
描画 10
デザイン 2
配色 4
制作 6
道具の使い方 5
保育者・教師として 6
子どもとの遊び 4
教材・配布物の作成 2
知識・アイディア 2
表現 2
想像力 2
周囲への気づき 1
自己の発見 1
忍耐力 2
芸術作品の理解 1
分からない，力になっていない 3
表 10 質問 7 の回答の分類結果
区分 のべ人数
自分を表現する 6
自分のイメージを表現する 6
自分らしく表現し，楽しむ 9
自由に作る，描く 8
自由に感じる 5
自由に楽しむ 2
他との差異に気づく・楽しむ 3
感性を豊かにする 3
集中力 2
他 5
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つけることでその気持ちを自分の外に押し出すこともできる。時として意図しない方
向にねじれて押し出されることも考えられる。これらも自分を自由（素直）に表現す
る方法の一つである。場合によっては相手をひどく傷つけてしまったり、自分自身も
傷ついてしまったり、そこでの人間関係を壊すことにも繋がってしまうことも想定で
きる。表現活動とは、表現は自由なものと言う観点と併せて、コミュニケーション能
力や社会性を培うための側面も有していると言うことも認識しておかなければならな
い。教師は、造形的な表現のみならず、生活の中の様々な場面での幼児の表現につい
てもしっかりと掌握し、見定めた上で援助と適切な指導を行っていく必要がある。
　上記の他にも「自分らしく表現し、楽しむ」、「他との差異に気づく・楽しむ」、「自
由に感じる」、「自由に楽しむ」、「感性を豊かにする」などの記述もあった。これは前
述の筆者が期待した部分と関連する回答である。これを踏まえ表 9、表 10 を総合し
て考えると、「学んだことを活かす観点で効力感は（まだ）感じていないが、学ぶ内
容としては大切なことである」と考えているとも解釈できる。ここに現れた言葉はど
れも表現活動を通して育んでいく重要な観点である。幼児の成長を心から願い諸活動
を支える教師にとっても大切な観点である。
2 - 8   質問 8 ．この授業の中で扱った造形活動についてお聞きします。授業で人生
初めて経験した造形活動を教えてください。
　40 人が回答し、選択肢の選択数の平均は 2.04 であった（表 11）。選択数の多い順に、
合わせ絵 20 人、スライムづくり 18 人、小麦粉粘土 17 人、はじき絵 12 人、であり
4 割強～ 3 割弱の受講生が、これらに関する造形活動の経験が浅いと考えられる。
受講生の初めて経験する活動の選択肢の組み合わせも様々であった。
　表には現れていないが、ここで示したすべての活動に対し本授業で初めて経験する
と授業後の振り返りとして回答している受講生も実際に存在している。全国各地から
の出身者がこの授業に集っている。造形的活動に関した地域の特色も様々であろう。
生活（活動）環境も、幼稚園（公・私）、保育園、その他の環境、小学校（公・私）
など、受講生それぞれが通過してきた生活（学び）の場やその規模も考慮しなくては
表 11　質問 8 の回答結果
選択肢 のべ人数
描画活動 4
ストローを使った工作活動 7
合わせ絵（デカルコマニー） 20
はじき絵（バチック） 12
紙版画 5
小麦粉粘土 17
色セロファンを使った活動 9
スライムづくり 18
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ならない。しかし、堀舘（2020）でも示したように、これらの活動には様々な造形活
動に活用可能な、また幼児が形と色を扱い楽しみながら慣れ親しむための要素や、表
現の幅を広げる表現技法が多く含まれている。教師を目指す受講生にとっては、基礎
的な造形活動の体験から幼児の実態に合わせた活動の設定を考える訓練もかねての大
切な機会である。そのため、本授業内での造形活動の実習として項目にある造形活動
に取り組んでいる。また、これらの造形活動に含まれる内容については固定的なもの
ではなく、受講生の実態を探りながら柔軟に、取り扱う内容の部分的な変更を行って
いる。初めての造形活動として体験する受講生には新鮮な気づきが生まれるであろう。
既にその造形活動を別の機会に経験済みである受講生にとっては、経験した当時との
比較を行い、そのプロセスの再確認や活動の発展的展開を考察する機会として本授業
の一面を活用できるであろう。
2 - 9   質問 9 ．幼児の造形表現・造形活動について、授業としてもっと学ぶ時間が
あるとしたら、どの様なことを学んでみたいと思いますか？
　30 人が自由記述で回答し、回答数はのべ 33 件であった。その内の 15 件が具体的
に素材や活動に言及しており（表 12）、残りの 18 件は「～をしたい」といった、対
象を抽象的に示すものであった（表 13）。
　授業内での考察や造形活動を体験可能な時間は限られている。時間が許されるなら
ばさらに他の造形（表現）活動や、幼児のそれに関する様々な観点での内容を扱いた
いと考えている。以下では先ず、学びたい素材や活動の内容について、今後の授業運
営に活かし、実習の案に取り込む観点で述べていく。
クレヨン画：　可能であればクレヨンのみを活用した描画活動も実施してみたいと考
えている。自由に描く活動から、簡単なルールを用いてその中で描画を楽しんでみ
表 12　学びたい素材や活動の内容
クレヨン画 のべ人数
ハンカチや紙などの染め製作 10
様々な絵の具を使う 2
色水つくり 4
スクラッチ 6
折り紙（ 2 件） 5
壁面製作（色セロファンを使ったも
の以外で）
6
もの作り（伝統的な） 4
自然のものを使った活動（桜の花び
ら，落ち葉，枝など）
2
段ボール，空き箱を使った工作 2
班のみんなで協力した大きい造形物 2
組み立てる作業 2
体全体を使った遊び 1
頭足人のような体験 1
表 13　学びたい対象に関する回答結果
区分 のべ人数
他の活動を知りたい 4
実際の指導方法を知りたい 4
実際の幼児の活動の様子を
見たい
4
実際の幼児の作品を見たい 2
造形活動における幼児の心
理を知りたい
2
他 2
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たり、画用紙の質感を変えたときの描き心地の変化を楽しんだり、またそれを通し
て成果物に変化が現れるかなどの検証も行ってみたい。
ハンカチや紙などの染め制作：　色が素材に染み込み不思議な模様を作ったり、色同
士が混ざり合う様を楽しんだり、幼児にとっても非日常的な体験を積む時間にもな
るであろう。本授業でも可能であれば身近な環境下にある（安全性が確認できた）
花や葉っぱを絞り、「色水で遊ぶ」ことも含めて経験する機会を設けてみたいもの
である。
様々な絵の具を使う：　幼児の活動で考えるのであれば、使用する絵の具の安全性に
ついての配慮が必要である。中には人体に有害な物質を含んでいるものもある（油
絵の具などは加えて揮発油独特の臭いも強い）ので、すべての絵の具が活用可能で
はないと言うことを、先ず理解しておかなければならない。また絵の具の特性（水
性だが乾くと耐水性になるものや、水性でもペットボトル等の上にも塗れるものも
ある）も理解しておく必要がある。
色水つくり：　上記の「染める」活動の中でも「色水遊び」を例として記述している
が、作った色水そのものを鑑賞して色合いを味わったり、作った色水同士を混色す
る様を楽しんだり、またペットボトルなどの透明な容器を活用し、どこに何色の色
水を置きたいか幼児の感覚に任せて飾り付けの活動を行ったり、作った色水を容器
から出し、染めの活動や色水を描画材として活用した造形活動も想定可能である。
折り紙：　一枚の正方形（長方形）の紙が、様々な折り方を介して色々な形へと変化
する姿を楽しむことができ、また折り方を理解し順序を守りながら折り進める中、
指先の訓練的要素も含まれる活動なので、主体的な取り組みを通して造形的能力の
みならず身体能力の向上も期待できる活動である。幼児の活動の中で一番多く触れ
る紙素材の活動でもあるので、可能であれば何回かにわたり本授業の中でも実施で
きればと考える。
壁面制作（色セロファンを使ったもの以外で）：　一口で壁面と言っても、教室内の
壁面から建物の外壁まで様々な場所が活用可能である。その条件設定により使用す
る壁面、活動テーマや準備物、具体的な活動形態、指導の手立てなども変化してい
く。それらの点を様々考えることを含めて現行の活動を再検討していきたい。
もの作り（伝統的な）：　日本の伝統文化に触れる機会にもなる。制作する内容は伝
統的な遊べるおもちゃ、季節に関連した伝統的な工作物、装飾品など様々なものを
検討することが可能である。作るだけでなく、それを使って遊んだり（使ったり、飾っ
たり）する時間も確保できると教材研究もより深めることが可能になると考える。
自然のものを使った活動（桜の花びら、落ち葉、枝など）：　本授業では行っていな
い内容であるが、領域「環境」の授業において複数の活動を行っている実態がある。
領域「表現」の授業と合わせて受講することを、学生に勧めたい。
段ボール、空き箱を使った工作：　段ボールは扱う数やサイズなどの活動規模が変化
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することで「体全体を使った」造形遊びとしても成り立つ材料である。友達と共同
で活動を展開することにも適している材料であると考える。
班のみんなで協力した大きい造形物：　皆で同じ目標に向かって活動を展開していく
中、協力し物事を成し遂げていくことの楽しさや、意見を出し合って工夫して制作
を進めていくことも体験できると考える。
体全体を使った遊び：　造形活動自体が、全身を使った遊びにもなるような内容と共
に、作ったものを活用し全身を使って遊ぶと言う発想で考えることも可能である。
頭足人のような体験：　これは頭足人のような幼児の生活の中で表れる表現や、活動
として体験する内容をもっと追体験したいと言う旨の回答である。この観点も幼児
の表現活動から一歩踏み込んだ理解を得るためには有効であろう。
　次に、学びたい対象について、上記と同様に述べていく。
他の活動を知りたい：　先述した表 12 と関連する回答である。
実際の指導方法を知りたい、実際の幼児の活動の様子を見たい、実際の幼児の作品を
見たい、造形活動における幼児の心理を知りたい：　現在もインターンシップ、ア
ルバイト、ボランティアと様々な幼児教育の学びに繋がる機会を活用している受講
生も多い一方で、その機会に恵まれない者も存在する。実際に作られた作品（実物）
に触れるからこそ感じ取れることがあるように、実際の教育現場の様子を自分自身
の肌で感じることの教育効果は計り知れない。
3. 考察と今後の課題
　実態調査の結果から明らかになった学生の現状をまとめ、授業における活動をどの
ようにデザインすべきかについて検討事項を述べていく。
　造形活動の経験数については、教育課程の中での経験が豊富な受講者がいるものの、
多くはやはり、経験が不足していると言える。また、造形活動の内容に対する好き嫌
いにも関連するが、経験の内容（記憶）に偏りも見られる。この点は近年の受講生と
比べても大きな変化はないことが分かった。しかし、経験してきた造形活動に取り組
む姿勢については、「頑張ろうと思った」と「一生懸命頑張って、しかも楽しんだ」
を合わせると 9 割を超えており、多くの受講生が造形的表現活動に積極的に取り組
む姿を示す回答をしていた。また、「過去に学んできた図工・美術の効力感」と「図工・
美術の学びでの大切なこと」について、過去の造形体験での大切なこと（効力感）と、
造形活動の学びでの大切なことの内容に大きな差があること、現時点での受講生の捉
え方を確認できた。そして、意識的に授業に取り組む受講生の姿、さらなる自身の学
びに繋がる具体的な内容を提案し、その方向性を模索する姿勢も読み取ることができ
た。その点において、幼児の素朴な表現を支えていくための向上心、受講生の今後の
造形的（表現）活動の研鑽に対して期待が持てることも確認できた。
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　本授業の中で受講生たちは、様々な場面に応用可能な知恵と技法も共有してきてい
る。彼らには、提示した教材研究の基本的な視点とプロセスを活用し、幼児の実態に
即した活動を展開し、主体的な学びに貢献できる内容豊かな活動のための教材研究を
通したさらなる成長を期待したい。加えて、経験してきた教育課程での造形活動時に
良くも悪くも感じていたものを思い出し、造形的活動に止まらず、多様な表現活動を
幼児と一緒に展開できる教師へと成長することを期待する。
　本授業で受講生たちは、幼稚園の造形表現・造形活動に関する基礎的な知識を学び、
また幼児の様々な造形活動（遊び）についての理解を深めるために、実際に造形活動
も体験し、そこで使用する素材や表現技法と直接関わる中で、造形素材（教材）や指
導方法について考察を行ってきた。すなわち、経験する造形活動のプロセスを通して、
教師としての援助のあり方や環境構成などについても考察し、幼児の造形表現・活動
に対するさらなる理解を深めてきた。このように本授業では、教師としての資質に含
まれる「観察する力」、「想像する力」、「子どもたちに寄り添う視点」、「応用・工夫す
る思考力」などの育成を意識し展開してきた。
　しかし、幼稚園教育要領の改訂は、本授業の内容の検討と再構築を図る契機でもあ
り、今回実施した実態調査はそのための足がかりともなっている。以下では、授業実
践のデザイン案の検討事項を説明する。
　今回実施した調査の回答では、学びに対して意識のある受講生の要望も示されてい
た。与えられた時間的制約もあるので、すべての要望を取り入れることは不可能であ
る。また、それらの内容が必ずしも、授業内容改訂後に続く未来の受講生のニーズと
適合しているとも限らない。保育関連の他の科目との連携の観点や設定される授業時
数なども鑑みながら、より内容の充実した授業構成を考えることが必要である。
　現行の内容においても教育効果のある部分も確認できているため、構成内容すべて
を一新するのではなく、有効な基本構成とその内容は温存する形で検討を加えたいと
考えている。先ず、現行の造形活動の内容（堀舘2020）の変更や取り扱う幅を検討
していく。今回のアンケートの「経験してみたい造形活動」の回答の中で、現行の活
動と親和性の高いものが提示されていた。そのことも踏まえて複合的に扱えるものは
統合し、「事前の活動例」、「前を受けての活動例」、「そこからの発展例」など、段階
を経て経験することが有効なものは分割して扱うことを考えている。併せて現行の授
業では実施できていない内容を含むものに関して、新たに加えることも検討する。
　大変興味深い要望として「実際の○○○○」と言うものがあった。この視点は、以
前より何らかの手段で実現できないかと考えていた。受講生が授業として実際に幼児
教育の現場に足を運び、観察を通して学ぶことも検討したい。現実的な案として、幼
児の活動を収録したVTRの活用や、現場に赴いている受講生が支障の無い範囲で現
場体験を基にプレゼンテーションを実施し、それを通して学ぶ機会も手立てとして有
効であると考える。教育現場での実際の観察を通しての学びは、教室内での学びに加
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えることで受講生に大きな刺激を与え、教育実習と合わせて、将来に対する意識を大
きく変革していく絶好の機会となるであろう。実際の造形（表現）活動が行われてい
るそのプロセスを観察（体感）することをはじめ、それに関連した幼児の活動や心の
動き、できあがった作品、展示方法（遊ぶ姿）、具体的に指導し柔軟に幼児の活動を
援助する教師の姿など、非常に多くのものを学ぶことができる場となる。しかし、実
施実現に際しては様々な課題が存在する。本授業で現場へ参観に向かうことを想定す
ると、「受講生の数」、「受け入れ先」、「移動方法」、「時間的制約」などの解決すべき
検討事項も少なくない。他領域の授業内容や担当教員とも連携し、実現するための方
策を模索していく。これらの内容を基に、より有益な授業をデザインし、実践するこ
とを継続していきたい。
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Investigation of Studentsʼ Experience of Modeling 
Activities to Design Teaching Practice for Deep 
Understanding of the Contents of Modeling Expressions 
and Activities in Kindergarten
Hidekazu HORITATE
　The purpose of this paper is to sort out exercises, in order to design teaching practice for 
deep understanding of the contents of modeling expressions and activities in kindergarten in 
the class subject “Nursery School Curriculum F: Arts and Crafts” which the author teaches. 
　A questionnaire survey was conducted on 45 students aiming to be a kindergarten teacher 
and taking the class. They were asked about their experiences of arts and crafts in the 
curriculum from kindergarten (nursery school) to high school and the contents they had 
experienced in the class. The result shows that activities of arts and crafts which they had not 
experienced and contents which they wants to learn deeply.
　Finally, what activity should be newly adopted to the class was considered by comparing the 
result with Arts and Crafts in the class.
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